
■ 学校の共通目標 

授業づくり 
重 

点 

・ＩＣＴを活用し視覚的な手がかりを示したり課題提示の工夫や板書の工夫を行ったり

することを通して、児童が主体的に学習に取り組む授業を実践する。 
中
間
評
価 

・ＩＣＴを活用して課題提示の工夫を通して、児童が問いを

もって主体的に学習に取り組むようになってきている。 
最
終
評
価 

・全ての学年でＩＣＴを積極的に活用したことで児童が問いをもって主体的に調べ

たり、分かったことをＩＣＴを使ってまとめて発表したりするようになってきた。 

環境づくり 
・活動の流れを示し学習に見通しをもたせることで、主体的な学習ができるようにする。

また、教室前面の掲示物の内容や量に配慮し、刺激量を調整する。 

・見通しをもたせることは効果的である。教師主導になりす

ぎない見通しのもたせ方の工夫が今後の課題である。 

・活動の流れを示し見通しをもたせることを続けてきたことで、児童の主体的な学

習ができるようになってきた。教室前面の掲示物の内容や量に配慮したことで児童

の集中力が高まってきている。 

■ 学年の取組み内容 

２ 

国語 

学・言語事項では、漢字の定着はおおむね良い。 

・一方、「書くこと」では、型にはまった感想等は書けるものの、

自分の考えをまとめて書くことに課題がある。また、「話す・

聞く」では、自分の意見を伝えることはできるが、友達の意見

を「聞く」ことに課題が見られる。 

・「書く」では、自分の考えを順序立てて、書くことに

課題がある。 

・「話す」では、自分の思いを話すだけでなく、聞き手

を意識した話し方がまだできていない。 

・「聞く」では、自分の考えと友達の考えを比べて聞く

までは、意識できていない 

・「書くこと」の単元では、自分の意見の組み立て方を確実に

押さえる。定期的に日記等も家庭学習などに取り入れ、書く

方法が身に付くようにする。 

・「話す」では、書くことと関連させながら、理由も交えて話

すことを意識させる。「聞く」では、友達の意見と自分の意

見を比べながら聞けるようにする。 

・１日の出来事を振り返り文に表すことで、書く習慣を身に

付けさせる。また、言語事項に関するプリントに取り組ま

せる。 

・スピーチや発表を通して話すことに対し、全体的に抵抗な

く話すことができるようになってきた。友達の発表を静か

に聞くことに課題が見られるので、引き続き指導してい

く。 

・漢字は、全体的に丁寧な字で書くことができるように

なり、字も定着してきた。 

・「書くこと」では、はじめ、中、終わりの型を使って

書く力が身に付き、また日記を通して自分の考えをま

とめて文に書くことができるようになってきた。 

・「話す・聞く」では、自分の考えを発表する際に、相

手を意識した発表が、おおむねできるようになった。

一方で、友達の意見を静かに聞くことに一部の児童に

課題が残るので、引き続き指導していく。 

算数 

学・「ひょうとグラフ」では、双方のよさを理解し、読み取りも

よくできている。 

・「たし算やひき算の筆算」では、計算の仕方をおおむねよく理

解できているが、説明までできる児童は一部にとどまる。 

・数え間違いや、計算の誤答が多い。 

・読み取りや計算は、おおむねできているが、数え間違

い等から計算の誤答が多い。 

・計算の仕方は理解しているが、自分の考えを説明した

り表現したりする力に差がある。 

・基礎的な内容を確実に習得させるために、板書内容を整理

したり、必要に応じてワークシートを作成したりし、ノート

指導の充実を図る。自分の意見も書く時間を取る。 

・見直しの指導を繰り返し行うと同時に、東京ベーシックド

リルや昨年度のフォローアップワークシート等を、活用し

取り組ませる。 

・自分の考えを図や言葉にして表すことで、少しずつ考えを

整理できるようになってきた。説明したり、発表したりす

る際に活用できている。 

・問題の意図を正確に理解することが難しい児童が二割程度

いる。文章を読み取る力を身に付けることができるよう、

プリント等で補いながら繰り返し指導していく。 

・「テープ図を使って考えよう」の学習からも、既習事

項の問題で図を使い、考えを整理して取り組むことが

身に付いてきた。 

・自分の考えをノートにまとめたり、互いに説明し合う

学習を取り入れたりしたことで、式や答えだけにとど

まらない学習につなげることができた。 

・ベーシックドリルやフォローアップシートを活用し、

計算力や文章題の読み取りの力も伸ばすことができ

た。 

３ 国語 

調「読むこと」の正答率は、全国平均より１０．４％上回った。

物語文では場面の様子や登場人物の気持ちを、説明文では事柄

の順序を考えながら内容を読み取る指導の成果と言える。 

調「話すこと・聞くこと」では、与えられた情報から必要な情

報や不足している情報を読み取る力が十分とは言えない。 

学「書くこと」では、作文において自分の考えが明確になるよ

うに書くことが十分に定着していない状況が見られる。 

・与えられた情報の一部は理解できているが、目的に合

わせて十分な情報が取り出せていなかったり、不足し

ている情報を把握しきれなかったりする状況が見ら

れる。 

・書くときに自分の考えが明確になるよう、理由を添え

て具体的に書くことが十分でない。無回答率の多さが

課題である。 

・「話すこと・聞くこと」の単元では、与えられた情報から目

的に合わせて必要な情報や不足している情報を全体で話し

合い確認する時間を必ず設定し、指導する。1単位時間では

各時間のめあてを板書・音読し、めあてを意識して学習に取

り組むことができるようにする。 

・「書くこと」では、自分の考えを書くとともに、そう考えた

理由を必ず書くよう指導し、ノート指導も行う。 

・目的意識や相手意識をもたせ、話したい内容の中心をとら

えさせ、全体で確認する時間を設定したことで、だんだん

聞き逃すことが減ってきた。メモを取りながら聞くことも

大切なので、継続していく。 

・「書くこと」では、理由を添えながら書くことを意識させ

たことで、多くの児童が書けるようになってきた。今後も

継続して指導していくとともに、書く活動を日常にも取り

入れて自分の考えを明確に書くことができるようにしてい

く。その時に国語辞典を活用し、語彙を増やしたり漢字を

適切に使うことができるようにする。 

・目的意識、相手意識をもたせ、メモの指導を継続し

たことで、話の中心に気を付けて話し合いの内容を

聞き取ることができるようになった。学力定着度調

査から、話を聞いて話題に沿った意見とその理由を

考えて話せるようになることが今後の課題であり、

継続的に指導をしていく。 

・作文では、書く活動を日常的に取り入れ国語辞典を

活用することで、漢字を適切に使って理由を添えた

文章を書けるようになってきた。相手や目的を意識

して指定された内容・量を意識して文章を書けるよ

うなることが今後の課題であり、繰り返し指導して

いく。 

学年 教科 学習状況の分析（10月） 課 題（10月） 改善のための取組み（10月） 最終評価（２月） 

１ 

国語 

・音読や読解力はほとんどの児童がよく理解できている。 

・書字が雑になってしまう児童がいる。 

・促音の「っ」や、「を」と「お」、「わ」と「は」の正

しい使い方に課題がある。 

・毎時間の授業で、ことばのきまりに関する学習時間を設け

て、繰り返し練習し、正しく使うことができるように指導し

ていく。 

・毎時間の授業でことばのきまりに関する学習時間を設けると同時に、感想や自分の考えを書く時間を増やしたことで、

促音の「っ」や、「を」と「お」、「わ」と「は」の正しい使い方への理解が深まり、定着してきた。今後も繰り返し練習

し、正しく使うことができるように指導していく。    

算数 

・計算するスピードには差があるが、正しく解決できる児童が

多い。 

・文章題では、問題の意図を正確に理解することに課題

がある。 

・答えが１０までの数のたしざん、ひきざんはできても

和や差の大小を比べる問題ではつまずきが見られる。 

・文章問題では、文中の大事な箇所にマークさせるなどして

問題の意図を正確に理解することができるようにする。 

・授業や宿題の中で既習事項の復習をする時間をとるととも

に、具体物の操作を通して理解を深める時間を十分に確保

した。 

・文章題では、問題の意図を正確に理解することが難しい児童が依然多い。文中の大事な箇所にマークさせるなどして

問題の意図を正確に理解できるようにする指導をした。また、具体物や図を常に意識するよう促すことで、自分にと

って理解しやすい方法を児童が自ら選択できるようになってきている。 

・授業や家庭学習の中で既習事項の復習をする機会を設け、内容理解を徹底してきたことで、児童が学習の連続性を意

識しながら学習することができていた。 

学年 教科 学習状況の分析（４月） 課 題（４月） 改善のための取組み（４月） 中間評価・追加する取組み（10月） 最終評価（２月） 
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算数 

調「数と計算」の正答率は、全国平均より９．８％上回った。

たし算・ひき算といった計算の技能や１０００までの数の理解

がきちんと定着していた。 

調「量と測定」の時刻と時間や長さ・かさの正答率が目標値を

下回っていた。特に、かさの単位の関係を理解し、大小を判断す

ることがまだ十分に身に付いていない。 

学時刻と時間の求め方の学習では、２つの時刻の間の時間を求

める問題で戸惑っている様子が見られた。 

・２つの時刻の間の時間を求める問題、ある時刻から一

定時間前や後の時刻の問題になると正答率が下がっ

ていることが課題である。 

・長さの違いをひき算で求めるとき、ｃｍ、ｍｍごとに

同じ単位で計算することが十分に理解できていない。 

・かさではＬ、ｄＬ，ｍＬの単位の関係が十分に理解し

ておらず、数の大きいものを選んでしまう状況が見ら

れる。 

・「時刻と時間」の単元では、一人一つ操作できる時計を準備

し、時計の文字盤や数直線を手掛かりにしながら問題解決

ができるようにする。 

・「長さ」の単元では、レディネステストでｃｍ、ｍｍの復習

をし、同じ単位で計算することを確認しながらｍ、ｋｍの学

習につなげていく。「かさ」については、フォローアップワ

ークシートを活用し 2年生の学習の復習を行う。また、「重

さ」の学習では、ｇ、ｋｇ、ｔの単位の関係が十分に理解で

きるよう、量感を大切にした体験的な学習を行う。 

・「長さ」の学習と関連させながら、「重さ」のところでは天

秤やはかりを使いながら算数的活動を多く取り入れ、主体

的な問題解決ができるようにした。また、単元のまとめの

時に東京ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾄﾞﾘﾙやﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾜｰｸｼｰﾄなどを活用し、練

習問題を通して習熟を図ってきた。ワークテストの結果か

らも、基礎的・基本的事項の定着が図られていることが分

かった。    

・今後「小数」「円と球」「分数」の学習で、単位をそろえる

ことやｺﾝﾊﾟｽの正しい使い方、大小関係などつまずきやす

いところを丁寧に指導し習熟の時間を取っていく。 

・「重さ」の学習では天秤やはかりを使い一人一人に算

数的活動を多く取り入れたことで、主体的な問題解

決ができるようになった。また、東京ﾍﾞｰｼｯｸ・ﾄﾞﾘﾙ

やﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾜｰｸｼｰﾄなどの定期的な活用で、基礎的・

基本的事項の定着が図られてきた。 

・学力定着度調査の「長さ」の問題で、地図から道の

りを読み取り、その合計の長さの求め方を式と文で

説明することに課題が見られたので、式や用語を使

いながら問題を解決する過程を分かりやすく説明す

る活動を多く取り入れていく。 

４ 

国語 

調「読むこと」の説明文の正答率は、全国平均よりも９．８％

上回った。 

調「話す・聞く」は区内の平均とほぼ変わらなかった。 

学 書くことでは、作文において、要点を絞って書くことが十

分に身に付いていない様子が見られる。 

・一部の児童は積極的に話せるが、全員が積極的に話す

ことまでは至っていない。 

・聞くことも同様で、目的に応じて聞くことに課題があ

る。 

・目的に応じて書くことに課題が見られる。 

・「話す・聞く」の単元で、話し合いの仕方を身に付ける。 

・他教科でも話し合いの活動を取り入れて、話す力と聞く力

を丁寧に指導していく 

・目的や相手意識をもって書く指導を継続的に行う。 

・司会や記録を立てながら意見を全員で出し合う話し合い活

動を取り入れてきた。発表では、友達の発表の良さに気付

き、自分と友達の考えを比較して聞くことを意識できるよ

うにしてきた。 

・書く学習では、相手意識をもたせるとともに、ＩＣＴを活

用して書く視点を具体的に捉えさせながら指導した。書き

方については、丁寧に引き続き指導していく。 

・話し合う時の視点を考えて、ペア、グループ、全体など話し合いを取り

入れ、発表の聞く視点を明確にしたことで、区の学力調査で「話すこと・

聞くこと」の正答率が区の平均より上回った。 

・書く活動を行う際にも、例を提示し、ＩＣＴを活用してポイントになる

箇所が分かるように書き方の型を繰り返し指導してきた。文章が苦手な

児童には、視覚的に分かるように丁寧に支援してきたことで、以前より

自分で取り組んで書けるようになった。 

算数 

調全ての領域と観点別正答率も全国平均より上回っている。 

学 作図の学習において、見通しがもてない様子が見られる。 

・図形の問題では、作図の仕方が分かっていても定着に

至っていない。 

・用語についても確かめることが必要である。 

・見通しや作図の完成図をイメージできない様子も見

受けられる。 

・図形の作図の活動を取り入れて丁寧に指導しながら、個別

の指導もしていく。 

・１つずつかき方を確認して、継続的に指導していく。 

・「図形」領域においては、フォローアップワークシートを

活用して 3年生の学習の復習を行い、作図の仕方について

確認していく。 

・図形の学習では、動画を使い書き方を提示し、個別に指導し

た。日頃から定規など算数用具をきちんと使い、習熟の学習

も取り入れた。 

・イメージできるように図を切り取り、敷き詰める等算数的

活動を取り入れた。ベーシック・ドリル等を活用して基礎・

基本を習熟し学力向上を図る。 

・図形の学習では、繰り返し個別に指導したり、大きさを実感したり、図

形を作ったり算数的活動を取り入れた結果、区の学力調査で図形の正答

率が僅かに上回った。 

・基礎・基本については、習熟の定着を図ることができた。今後は、２直角

以上の角の大きさの読み取りを丁寧に指導し、習熟の時間を取っていく。 

５ 

国語 

調領域「話すこと・聞くこと」の正答率は、全国平均より 14％

上回った。 

調全ての領域と観点別正答率も全国平均より上回っている。 

学書くことでは目的や必要に応じて要点をまとめられない様子

が見られる。 

・日常的な学習の中で既習事項の漢字を活用していな

い様子が見られる。 

・具体的な支援がなければ、どのように書いたらよいの

か分からない児童が多い。 

 

・漢字を書くことでは、「正しく覚えること」と、「日常で活用

していくこと」の両方を大事に指導していく。 

・順序を整理し、簡単な構成を考えて文や文章を書く力が身

に付くようにする。 

 

・毎日の漢字の学習で正しい漢字を覚え、学校行事の振り返

り作文などを通して、漢字を活用するように指導できた。 

・書く活動を行う際に構成メモを取り入れたり、推敲の流れ

を示したりすることで、児童が構成を考え振り返られる支

援を引き続き継続していく。 

・毎日家庭学習で漢字の定着を図ったり、５０問テストを定着できるまで

繰り返し反復練習を行ったりした結果、区の学力調査で漢字の正答率が

区の平均より僅かに上回った。 

・書く活動を行う際に、必ず例文を用意し、書き方の型

を示した。また、構成メモや推敲カードを用意し、児

童が自分で文章を書くことができるように支援をし

たことで、書くことが苦手な児童も抵抗感が減り、自

分で取り組むようになった。 

算数 

調領域「量と測定」、観点別「知識・理解」は、全国を僅かに上

回っている。 

調全ての領域と観点別正答率も全国平均より上回っている。 

調「関心・意欲・態度」においては全国平均を下回っている。 

・「関心・意欲・態度」の領域が一番の課題であり、全

般的な内容理解が難しい。 

・既習事項が定着していないため、算数に対する抵抗感

がある児童が多い。 

・図形においては切り取らせたり、敷き詰めさせたりし

なければ、図形への理解が難しい様子が見られる。 

・個に応じてどの児童も基礎・基本を確実に身に付けられる

授業を行う。 

・「分かる」「できる」「喜びを味わわせる」ために個別の支

援を行い、算数への「関心・意欲」を高める。 

・学習した図形を切り取らせたり、敷き詰めさせたりするな

ど、算数的活動を取り入れる。 

・具体物を使った算数的活動を取り入れることで、算数に対

して苦手な意識をもっている児童も取り組みやすいように

工夫した。 

・九九カードや筆算の流れを示したヒントカードを個別に配

布して支援することで、意欲をもって取り組む児童が増

え、基礎・基本の定着につながった。 

・算数に苦手意識がある児童に、個別の支援、教材教具の工夫を図ったこ

とで、学習に意欲的に取り組むようになった。 

・図形を切り取ったり、敷き詰めたりする活動を行った結果、区の学力調

査で図形の正答率が区の平均より僅かに上回った。 

・領域「量と測定」では、区の平均値よりも下回った。 

６ 

国語 

調全ての領域の正答率が、全国平均を上回った。 

調書く能力の正答率が、他の領域と比べると少し下回っている。 

学「書くこと」では、課題に対応した文章を書き出すことが、

十分に身に付いていない様子が見られる。 

・課題に対応した文章を、的確にとらえて過不足なく書

き出すことに課題が見られる。 

・自分の考えの根拠を明らかにして、考えをまとめるこ

とに課題が見られる。 

・授業の中で、課題に対応した文章を書き出す学習活動を設

定して、書く力を高める。 

・事例と筆者の考えを読み取る力を身に付けさせて、事実を

もとに自分の考えをまとめることができるようにする。 

・説明的文章の学習では、筆者の考え等が具体的に分かる文

章を書き出す学習を取り入れる。 

・意見文等、自分の考えを書く際は根拠となる資料を明確に

するように指導する。 

・筆者の考えについて、具体と抽象の概念をつかませる指導を重ねること

を通して、課題に正対した文章を書き出す力が高まった。 

・文章を根拠として書くことへの指導を通して、自分の考えをについて根

拠を明らかにして表現する力が高まった。 

算数 

調全ての領域において、正答率が全国平均を上回った。 

調学習したことを活用して、課題を解決する力にやや課題が見

られる。 

学小数や分数の計算等の基礎・基本の定着に、若干の課題が見

られる。 

・既習事項を使い、自分の考えを書き表すことに個人差

が見られる。 

・公式などを学習する際には、「どうしてこうなるのか」を考

えて、理解した上で使うことができるように指導していく。 

・自分の考えを書く際には、十分に時間をとり、図・式・言葉

を使って表せるように声を掛け、自分だけでなく友達も理

解できる発表を繰り返すことで、考えを書く意欲を高めて

いく。 

・東京ベーシック・ドリル等を活用して基礎・基本を復習

し、一人一人学力の向上と定着を図っていく。 

・図・式・言葉を自分の思考の流れに沿ってノートに書くこ

とができるように指導していく。 

・東京ベーシック・ドリル等で復習や習熟を丁寧に行ったり、自分の考え

を図・式・言葉で表現させたりしたことで、理解力を高めることができ

た。ほぼ全ての正答率が区平均を上回った。 

・「不等号」や「比の値」などの言葉や、面積・体積など学習が重なる部分

を重点的に復習していく。苦手意識をさらに取り除けるように、引き続

き東京ベーシック・ドリル等を活用して取り組んでいく。 

音
楽 

学 全体的にどの学年も音楽の学習に意欲的な児童が多く、すすんで表現

や鑑賞の学習に取り組もうとしている。 

音楽に対する興味・関心は高いが、自己肯定感の低さが

原因となって学習に主体的に取り組めないことがある。 

・個のよさや学級のよさをほめて自己肯定感を高めていくと

ともに、互いのよさを認め合う活動や場の設定を工夫する。 

・カードや掲示物を活用し、スモールステップで達成感を味

わわせながら学習を進めていくようにする。 

・互いに歌声や演奏を聴き合ったり教え合ったりする活動を

意図的に設定することで、がんばりを認め合ったり互いの

音楽表現のよさを感じ取る様子が見られた。引き続き行っ

ていく。 

・無理のない短いフレーズを一人ずつ歌ったり演奏したりする活動を継続

し、互いの歌声や演奏を聴き合ったことで、できた喜びを感じたり、友

達から認められて自信をもつ姿が見られるようになってきた。 



図
工 

学材料に積極的に関わるとともにすすんで活動し、自分なりの表現を試し

て発想を広げようとする意欲的な児童が多い。 

自分の表現への肯定感がやや低く、自分のイメージに合

わせて色や画材や素材を選んで表現する力に課題があ

る。 

・自分の表現や他者の表現のよさに気付き、自信をもって活

動できるように、よさを言語化して伝える活動を工夫する。 

・画材や素材を表現に合わせて豊富に用意し、選択させる活

動場面を設定し、思考力・判断力・表現力を高める。 

・題材ごとに作品鑑賞の時間を設定し、カードに友達のよさ

を記入して渡したり発表したりする活動を取り入れる。 

・画材による表現の違いや効果の違いを試す時間を設定し、

可視化できるように掲示物等を工夫する。 

・自他の作品の良さを伝える活動を継続したことで意欲が向上した。、、 

・自分の表現にあわせて画材や表現方法を試してその効果の違いから、画

材や表現方法や表したいことを選ぶ題材を設定することで主体的に学習

する姿勢の向上が見られた。 

特
支 

 

   

 

     調…新宿区学力定着度調査の結果から見える学習状況  学…授業での様子や提出物、作品、ワークテスト等から見える学習の状況   ※分量は 2ページ以上となってもよい。   


